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(百万円未満切捨て)
１．平成27年３月期第１四半期の連結業績（平成26年４月１日～平成26年６月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年３月期第１四半期 2,876 △5.7 73 42.9 74 △41.3 100 172.2

26年３月期第１四半期 3,051 3.9 51 ― 126 ― 36 ―
(注) 包括利益 27年３月期第１四半期 90百万円(△33.3％) 26年３月期第１四半期 135百万円( ―％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

27年３月期第１四半期 4.11 4.07

26年３月期第１四半期 1.51 1.50
　　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

27年３月期第１四半期 15,817 8,034 49.9

26年３月期 16,155 7,950 48.8
(参考) 自己資本 27年３月期第１四半期 7,895百万円 26年３月期 7,891百万円
　　　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

26年３月期 ― 2.00 ― 2.00 4.00

27年３月期 ―

27年３月期(予想) 2.00 ― 3.00 5.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　　

３．平成27年３月期の連結業績予想（平成26年４月１日～平成27年３月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 6,000 △0.1 160 9.1 180 △2.7 200 35.4 8.17

通期 12,000 3.3 380 48.1 420 30.9 460 51.7 18.79
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 ―社（社名） 、除外 ―社（社名）
　　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

(注)詳細は、添付資料４ページ「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（３）会計方針の変更・会計上の見
積りの変更・修正再表示」をご覧ください。

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 27年３月期１Ｑ 25,777,600株 26年３月期 25,777,600株

② 期末自己株式数 27年３月期１Ｑ 1,322,218株 26年３月期 1,297,796株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年３月期１Ｑ 24,463,691株 26年３月期１Ｑ 24,490,496株
　
　

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
　この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビューの手続の対象外であります。なお、この四半期
決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しております。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想
の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信（添付資料）３ペー
ジ「（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、消費税増税の駆け込み需要の反動による一時的な落ち込みは

あったものの、経済環境は引き続き底堅く推移しました。また海外経済は、米国や欧州では持ち直しが続く一方、

中国やアジア新興国では、為替変動や景気減速により、先行きは不透明な状況で推移しました。

このような中、当社グループの売上高につきましては、自動車関連や情報機器関連の主力商品が堅調に推移した

ものの、衛生用品関連、照明関連及び産業用機器関連が海外での受注減等により、全体としては弱含む中で推移し

ました。

この結果、売上高は前年同四半期比5.7％減の28億７千６百万円となりました。

損益面では、売上高が減少したものの、原価低減策や中国事業に係る損失の減少により、営業利益は前年同四半

期比42.9％増の７千３百万円となりました。経常利益は、若干円高で推移したこともあり前年同期に比べ為替差益

が減少し、前年同四半期比41.3％減の７千４百万円となりました。また、四半期純利益は法人税等が減少したこと

により、前年同四半期比172.2％増の１億円となりました。

セグメント別の状況については次のとおりです。

なお、セグメント別の金額については、売上高はセグメント間の取引を含んでおり、営業損益は全社費用等調整

前の金額であります。

また、当第１四半期連結会計期間より、報告セグメントを変更しております。当第１四半期連結累計期間の比

較・分析は、変更後の区分に基づいております。詳細については、「３．四半期連結財務諸表（３）四半期連結財

務諸表に関する注記事項（セグメント情報等）」をご覧下さい。

（粉末冶金事業）

当社グループの主要事業であります粉末冶金事業は、自動車関連の電極や接点製品、ハードディスクドライブ

（ＨＤＤ）用磁気ヘッド基板が増収となったものの、衛生用品関連のNTダイカッターは海外向けが振るわず、また、

タングステン線及び棒製品が、それぞれ減収となりました。

この結果、粉末冶金事業の売上高は前年同四半期比8.4％減の27億１千６百万円となりましたが、営業利益は原

価低減策や中国事業に係る損失の減少により同49.9％増の２億３千９百万円となりました。

（産業用機器事業）

産業用機器事業は、国内では半導体関連が回復基調にあるものの、海外では中国市場の需要減により、大幅に減

少しました。

この結果、産業用機器事業の売上高は前年同四半期比24.8％減の２億３千３百万円となり、営業損失は５千５百

万円（前年同四半期は営業損失２百万円）となりました。

（その他）

その他の売上高は前年同四半期比7.1％増の５百万円となり、営業損失は１百万円（前年同四半期は営業損失２

百万円）となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、158億１千７百万円となり、前連結会計年度末と比べ３億３千７百万

円減少しました。内訳は、流動資産が前連結会計年度末と比較して３億５千９百万円減少し87億６千８百万円とな

り、固定資産は同じく２千２百万円増加し、70億４千９百万円となりました。

負債は、77億８千３百万円となり、前連結会計年度末と比べ４億２千１百万円減少しました。内訳は、流動負債

が前連結会計年度末と比べ２億７千９百万円減少し52億８千８百万円となり、固定負債は同じく１億４千２百万円

減少し、24億９千４百万円となりました。

純資産は、80億３千４百万円となり、前連結会計年度末と比べ８千４百万円増加しました。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当社グループの業績見通しは、主力商品の回復状況、海外市場の需要等、今後の販売見通しを踏まえ、現状では

平成26年５月14日に発表した第２四半期累計期間及び通期の連結業績予想を据え置くこととします。また、個別業

績予想につきましても、概ね予想通りに推移しており変更はありません。

決算短信 （宝印刷）  2014年08月06日 15時36分 5ページ （Tess 1.40 20131220_01）



日本タングステン株式会社(6998) 平成27年３月期 第１四半期決算短信

－ 4 －

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

(会計方針の変更)

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下、「退職給付会計基準」という。）

及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下、「退職給

付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めにつ

いて当第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期

間帰属方法を期間算定基準から給付算定式基準へ変更、割引率の決定方法を残存勤務年数に基づく割引率を使用す

る方法から単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更いたしました。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第１四半

期連結会計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減し

ております。

当該変更による、当第１四半期連結会計期間の期首の退職給付に係る負債及び利益剰余金に与える影響額、並び

に当第１四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響額は、いずれも軽

微であります。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成26年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,417 3,079

受取手形及び売掛金 3,085 3,100

商品及び製品 255 265

仕掛品 1,266 1,266

原材料及び貯蔵品 742 761

繰延税金資産 18 14

その他 345 287

貸倒引当金 △3 △7

流動資産合計 9,128 8,768

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,936 1,956

機械装置及び運搬具（純額） 1,058 1,011

工具、器具及び備品（純額） 124 117

土地 294 294

リース資産（純額） 65 89

建設仮勘定 485 354

有形固定資産合計 3,964 3,824

無形固定資産

のれん 13 10

リース資産 34 30

その他 18 19

無形固定資産合計 65 60

投資その他の資産

投資有価証券 1,440 1,483

賃貸不動産（純額） 1,467 1,581

その他 128 137

貸倒引当金 △40 △38

投資その他の資産合計 2,996 3,164

固定資産合計 7,026 7,049

資産合計 16,155 15,817
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成26年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,039 1,077

短期借入金 2,999 2,734

リース債務 28 36

未払法人税等 55 19

賞与引当金 320 179

役員賞与引当金 28 6

海外事業関連損失引当金 292 287

その他 803 946

流動負債合計 5,567 5,288

固定負債

長期借入金 1,695 1,534

リース債務 80 93

繰延税金負債 668 677

退職給付に係る負債 21 13

資産除去債務 25 25

その他 146 150

固定負債合計 2,637 2,494

負債合計 8,204 7,783

純資産の部

株主資本

資本金 2,509 2,509

資本剰余金 2,229 2,229

利益剰余金 2,964 2,964

自己株式 △283 △287

株主資本合計 7,419 7,415

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 339 364

為替換算調整勘定 30 16

退職給付に係る調整累計額 102 99

その他の包括利益累計額合計 471 480

新株予約権 36 38

少数株主持分 22 100

純資産合計 7,950 8,034

負債純資産合計 16,155 15,817
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

売上高 3,051 2,876

売上原価 2,425 2,304

売上総利益 626 571

販売費及び一般管理費 574 497

営業利益 51 73

営業外収益

受取利息 0 0

受取配当金 11 13

持分法による投資利益 12 8

不動産賃貸料 19 31

為替差益 51 -

雑収入 25 17

営業外収益合計 120 70

営業外費用

支払利息 12 16

不動産賃貸原価 26 32

為替差損 - 13

雑支出 7 6

営業外費用合計 46 70

経常利益 126 74

税金等調整前四半期純利益 126 74

法人税、住民税及び事業税 105 5

法人税等還付税額 - △12

法人税等調整額 △4 △1

法人税等合計 101 △7

少数株主損益調整前四半期純利益 24 81

少数株主損失（△） △12 △18

四半期純利益 36 100
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 24 81

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 39 25

為替換算調整勘定 0 △9

退職給付に係る調整額 - △2

持分法適用会社に対する持分相当額 70 △5

その他の包括利益合計 110 8

四半期包括利益 135 90

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 135 109

少数株主に係る四半期包括利益 △0 △19
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

前第１四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年６月30日)

１．配当金支払額

該当事項はありません。

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

当第１四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年５月14日
取締役会

普通株式 48 ２
平成26年
３月31日

平成26年
６月６日

利益剰余金

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年６月30日)

　 １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注１)

合計
調整額
(注２)

四半期連結
損益計算書
計上額
(注３)粉末冶金 産業用機器 計

売上高

外部顧客への売上高 2,907 142 3,049 1 3,051 ― 3,051

セグメント間の内部
売上高又は振替高

56 168 225 2 228 △228 ―

計 2,964 310 3,275 4 3,280 △228 3,051

セグメント利益
又は損失(△)

160 △2 157 △2 154 △103 51

(注)１「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、保険代理業等を含んでおります。

２ セグメント利益の調整額△103百万円は、主に報告セグメントに帰属しない全社費用であります。全社費用

　 は当社管理部門の一般管理費(△112百万円)であります。

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　 ２．報告セグメントごとの固定資産の減損又はのれん等に関する情報

　 該当事項はありません。

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日)

　 １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
その他
(注１)

合計
調整額
(注２)

四半期連結
損益計算書
計上額
(注３)粉末冶金 産業用機器 計

売上高

外部顧客への売上高 2,710 163 2,874 2 2,876 ― 2,876

セグメント間の内部
売上高又は振替高

5 70 75 2 78 △78 ―

計 2,716 233 2,949 5 2,955 △78 2,876

セグメント利益
又は損失(△)

239 △55 184 △1 183 △109 73

(注)１「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、保険代理業等を含んでおります。

２ セグメント利益の調整額△109百万円は、主に報告セグメントに帰属しない全社費用であります。全社費用

　 は当社管理部門の一般管理費(△117百万円)であります。

　 ３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　 ２．報告セグメントごとの固定資産の減損又はのれん等に関する情報

　 該当事項はありません。
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　 ３．報告セグメントの変更等に関する事項

従来、当社グループは、粉末冶金の製法・技術を駆使した製品の製造(精製)販売加工及びこれらの付随業務と

いうほぼ単一業種の事業活動を営んでおり、報告セグメントは「粉末冶金事業」の１つのみであったため、開示

情報としての重要性が乏しいことから、セグメント情報の記載を省略しておりましたが、当第１四半期連結会計

期間より産業用機器製品を製造販売する事業の量的な重要性が増したため、報告セグメントを「粉末冶金事業」

と「産業用機器事業」の２区分に変更しております。

なお、前第１四半期連結累計期間のセグメント情報については変更後の報告セグメントにより作成したものを

記載しております。

また、会計方針の変更に記載のとおり、当第１四半期連結会計期間より退職給付債務及び勤務費用の計算方法

を変更したことに伴い、事業セグメントの退職給付債務及び勤務費用の計算方法を同様に変更しております。当

該変更による、当第１四半期連結累計期間の報告セグメント利益又は損失に与える影響額は軽微であります。
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